入学式　式辞
ようこそ吹田支援学校へ　初めてのことでドキドキしている人も、学部が変わって心機一転の気分の人もいます。その全ての新入生に対しまして、学校を代表して心から歓迎します。入学おめでとうございます。

ところで「この種・この花・この木」何だかわかる人？実はこの春、校長先生が吹田支援学校に五本植樹しました。どこにあるかは、この後発表する担任の先生と探して欲しいです。この木は君たち新入生と同じです。今はひっそり小さなつぼみですが、必ず卒業迄にはじっくり・しっかり成長すると信じています。そのために大切なことをお話します、大切なことは同じですので、昨年の新入生にも３つお話してあります。

一つ目は、頑張ることです。新入生のみなさんは、夢と希望を持ち、ここ吹田支援学校にやってきていますか？その夢と希望は、入学したことで自動的にかなえられるのではなく、みなさんの毎日の努力でかなえられるものです。みなさんは、挑戦者（チャレンジャー）です。そのチャレンジャーに時には厳しく、時には優しく指導される先生方が、この学校には、たくさんおられます。
二つ目は失敗を恐れないということです。時間がかかることを恥じてはいけません。最初から何でもできる人などいません。学校生活の中で、楽しい時もつらい時もともに過ごす多くの仲間と、多くの機会(チャンス)をつくり、思いっきり学校生活を楽しんでください。
最後の三つ目は今までとは違う自分を育てていくことです。ここ吹田支援学校にはICTを活用した授業等、今まで知らなかったような変化(チェンジ)があります。その変化(チェンジ)を活かし、成長してください。

さて、本日は設置者である大阪府教育委員会のご代表の方をはじめ、ご来賓関係者の皆々様、ご多忙中にも関わらずご臨席していただいたこと、有難うございます。この場をお借りしてお礼とともに、今後も本校へのご理解・ご協力をお願い申しあげます。最後になりましたが、保護者の皆様には重ねてお祝い申しあげます。支援学校は特に保護者の方と学校が、車の両輪のごとく理解・協力し合ってこそ、大きな成長につながる可能性のある場だと考えております。本日の入学生全員が、その目標を達成するまでのご理解とご協力を重ねてお願い申しあげまして、式辞とします。本日はご入学本当におめでとうございます。
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